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○

貸
金
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
大
蔵
省
令
第
四
十
号
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

１

（
略
）

１

（
略
）

（
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
貸
付
け
に
関
す
る
特
例
）

（
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
貸
付
け
に
関
す
る
特
例
）

２

個
人
顧
客
が
東
日
本
大
震
災
に
際
し
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

２

個
人
顧
客
が
東
日
本
大
震
災
に
際
し
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
（
東
京
都
の
区
域
を
除
く
。
）
に

百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
（
東
京
都
の
区
域
を
除
く
。
）
に

住
所
又
は
居
所
を
有
す
る
者
（
次
項
及
び
附
則
第
四
項
に
お
い
て
「
震
災
特
例

住
所
又
は
居
所
を
有
す
る
者
（
以
下
「
震
災
特
例
対
象
者
」
と
い
う
。
）
で
あ

対
象
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

る
場
合
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
ら

二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

字
句
と
す
る
。

（
表

略
）

（
表

略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
伴
う
貸
付
け
に
関
す
る
特
例
）

６

個
人
顧
客
が
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

（
新
設
）

市
町
村
の
区
域
に
住
所
又
は
居
所
を
有
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
特
例
対
象

者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
す
る
。
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第
十
条
の
二

三
月

六
月

十
三
第
一
項

第
二
号
の
二

ハ第
十
条
の
二

事
業
計
画
、
収
支
計
画
及
び

営
む
事
業
の
状
況
、
収
支
の

十
三
第
一
項

資
金
計
画
（
こ
の
号
に
掲
げ

状
況
及
び
資
金
繰
り
の
状
況

第
四
号
ロ

る
契
約
に
係
る
貸
付
け
の
金

額
が
百
万
円
を
超
え
な
い
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
個

人
顧
客
の
営
む
事
業
の
状
況

、
収
支
の
状
況
及
び
資
金
繰

り
の
状
況
。
以
下
同
じ
。
）

第
十
条
の
二

書
面

書
面
又
は
当
該
特
定
緊
急
貸

十
三
第
二
項

付
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
個

第
二
号
の
二

人
顧
客
か
ら
申
告
を
受
け
た

ロ
⑵

当
該
費
用
の
見
積
額
を
記
載

し
た
書
面

第
十
条
の
二

事
業
計
画
、
収
支
計
画
及
び

営
む
事
業
の
状
況
、
収
支
の

十
三
第
二
項

資
金
計
画

状
況
及
び
資
金
繰
り
の
状
況
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第
四
号
ロ

第
十
条
の
二

一
月

六
月

十
六
第
一
項

第
十
条
の
二

三
月

六
月

十
八
第
一
項

第
一
号
ハ

第
十
条
の
二

事
業
計
画
、
収
支
計
画
及
び

営
む
事
業
の
状
況
、
収
支
の

十
八
第
一
項

資
金
計
画

状
況
及
び
資
金
繰
り
の
状
況

第
三
号
ロ

７

貸
金
業
者
が
貸
金
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
二

（
新
設
）

十
八
年
内
閣
府
令
第
四
十
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
、
特
例
対
象
者
で
あ
る
個
人
顧
客
と
の
間
で
第
十
条
の
二
十
三

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
貸
付
け
に
係
る
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
個
人
顧
客
が
同
条
第
二
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
書
面
を
提
出
で
き
な
い
と

き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
貸
金
業
者
は
、
当
該
貸
付
け
に
係

る
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
書
面
に

代
え
て
、
当
該
書
面
を
提
出
で
き
な
い
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
る
。


